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唐
代
の
水
陸
運
賃
に
つ
い
て

l
l
l
脚
法
を
中
心
と
し
て
ーー
ー

清

木

場

東

は

じ

め

に

一

唐

・
後
周
の
脚
法

二

脚
法
の
構
成
・
解
懇

三

運
賃
の
高
下
基
準

四

運

賃

の

寅

例

お

わ

り

に
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t土

じ

め

物
資
流
、
通
と
い
う
経
済
活
動
を
起
こ
し
、
維
持
さ
せ
る
に
は
、
物
資
の
生
産
と
消
費
即
ち
需
給
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
こ
れ
に
加
え
て

職
迭
が
必
要
篠
件
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
職
迭
を
成
り
立
た
せ
る
の
は
、
職
迭
路

・
轍
迭
手
段

・
輪
選
第
力

・
職
送
技
術

・
職
迭
施
設
、
及
び

〈

1
)

そ
の
他
で
あ
る
。
物
資
流
通
研
究
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
構
成
要
素
か
ら
な
る
職
、
迭
の
研
究
を
同
時
に
進
め
る
の
が
適
切
で
あ
る
。
本
稿
で

は
職
、
迭
の
な
か
で
一
一
商
品
流
通
に
大
き
く
影
響
す
る
運
賃
を
取
上
げ
る
。

は
じ
め
に
唐

・
五
代
の
運
賃
法
資
料
を
比
較
し
、

衣
に
諸
規
定
の
分

析

・
解
稗
を
行
い
、
こ

の
後
に
質
例
を
あ
げ
て
唐
代
運
賃
の
理
解
に
つ
と
め
た
。



唐
・
後
周
の
脚
法

唐
開
元
の
運
賃
法
で
あ
る
脚
法
を
俸
え
る
の
は
、
同
二
十
六
年
に
成
っ
た
『
大
唐
六
典
』
で
あ
る
。
後
文
の
論
述
の
便
宜
上
、
原
文
の
瞳
裁

を
襲
え
、
記
競
を
附
し
て
一
万
す
。

九
天
下
舟
車
。
水
陸
載
運
。
皆
具
震
脚
直
。
軽
重
貴
賎
。
卒
易
険
濯
而
篤
之
制
。

甲
A
河
南
・
河
北
・
河
東
・
関
内
等
四
道
諸
州
。
運
租
庸
・
雑
物
等
脚
。

B
毎
駄
一
百
斤
。
一
百
里
。

C
一
百
文
。

D
山
阪
昆
一
百
二
十
文
。

E
車
載
一
千
斤
。
九
百
文
。

乙
F
黄
河
及
園
水
河
甥
諮
問
一
般
誰
…
…
河
井
従
幽
州
運
至
卒
州
。
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G

〔
毎
十
斤
〕

H
上
水
十
六
文
。
下
六
文
。

I
儀
水
上
十
五
文
。
下
五
文
。

J
従
謹
・
荊
等
州
至
揚
州
四
文
。
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丙
K
其
山
阪
険
難
瞳
少
慮
。
不
得
過
一
百
五
十
文
。

L
卒
易
慮
不
得
下
八
十
文
。

M
其
有
人
負
慮
。
雨
人
分
一
駄
。

N
其
用
小
虹
露
。
井
運
向
播
・
勲
等
州
。
及
渉
海
。
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O
各
任
本
州
量
定
。

(
宋
版
『
大
唐
六
典
』
三
・
度
支
)

(

2

)

 

G
の

「毎
十
斤
」
は
、
現
存
の
『
大
唐
六
典
』
に
閥
け
て
い
る
の
で
補
っ
た
。
意
味
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

九
そ
天
下
の
舟
車
に
よ
る
水
陸
運
迭
に
お
い
て
は
、
皆
な
つ
ぶ
さ
に
運
賃
を
定
め
て
い
る
が
、
貨
物
の
重
量
や
高
債
な
貨
物

・
安
債
な
貨

物
、
運
路
の
卒
易
・
険
難
に
よ
り
そ
の
運
賃
の
高
下
を
定
め
て
い
る
。

庸

・
雑
物
等
を
運
ぶ
場
合
の
運
賃
は
、
毎
駄
百
斤
と
し
、
百
里
に
つ
き
卒
易
の
躍
で
は
百
文
、

里
)
で
九
百
文
と
す

P

黄
河
及
び
口
水
河
、
な
ら
び
に
幽
州
よ
り
卒
州
ま
で

の
運
送
は
、
〔
十
斤
〕

十
六
文
、
下
り
(沿
流
)
で
は
六
文
と
し
、
儀
水
(
黄
河
等
以
外
の
他
の

一
般
河
川
)
の
上
水
は
十
五
文
、
下
り
は
五
文
と
す
る
。

河
南

・
河
北
・
河
東
・
関
内
等
の
四
遣
の
諸
州
に
お
い
て

租

山
阪
で
は
百
二
十
文
、
車
裁
は
千
斤
(
百

(
百
里
に
つ
き
)
上
水
(沢
流
)
で
は

但
し
謹

刑位
一寸の
州
か
ら
揚
州
へ
の
下
水
は
四
文
と
す
る
。
山
阪
で
も
険
し
く
、

し
か
も
蹴
が
少
な
い
躍
で
も
、

一
駄
の
運
賃
は
百
五
十
文
を
越
え

て
は
な
ら
ず
、

卒
易
の
慮
で
は
、

八
十
文
よ
り
安
く
し
て
は
な
ら
な
い
。
人
夫
が
負
搬
す
る
慮
は
、
二
人
で
一
駄
を
分
け
て
運
ば
せ
よ
。
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小
船
を
使
用
す
る
慮
、

な
ら
び
に
播
・
勲
等
の
州

へ
の
水
運
、
及
び
海
運
で
は
、
運
賃
は
各
州
が
裁
量
し
て
定
め
て
よ
い
。

先
に
燭
れ
た
よ
う
に
、
現
存
の
『
大
唐
六
典
』
は
、

G
「
毎
十
斤
」
を
脱
し
て
い
る
が
、
更
に
閥
字
が
あ
り
、
上
水
十
六
文
・
下
水
六
文
の
規

定
が
適
用
さ
れ
る
河
川
名
で
不
明
な
も
の
が
あ
る
。
即
ち
「
黄
河
及
口
水
河
、
井
従
幽
州
運
至
卒
州
」
か
ら
、
同
規
定
は
黄
河
と
幽
州
↓
卒
州

(
3
)
 

闘
字
部
分
の
河
川
名
が
不
明
で
あ
る
。
唐
法
を
か
な
り
忠
質
に
引
い
た
と
思

(
減
水
↓
激
海
間
↓
濡
水
)
と
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、

わ
れ
る
『
五
代
舎
要
』

一
五
・
度
支
の
度
支
奏
文
(
穎
徳
五
年
間
七
月
)
で
は
、

右
部
は

「従
黄
河
及
瀦
河
、
自
幽
州
運
至
卒
州
」
と
な
っ
て
い

る
。
幽
州
は
溺
海
潤
に
注
ぐ
海
水
(
別
名
、
瀦
河
)
の
下
流
に
合
流
す
る
禄
水
の
中
流
に
在
り
、
卒
州
も
間
関
に
注
ぐ
濡
水
中
流
に
位
置
し
て

い
る
。

(
4
)
 

た
。
そ
れ
ら
の
物
質
は
湾
水
・
減
水
・
溺
海
構
・
濡
水
の
漕
運
に
よ
り
運
ば
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
但
し
五
代
の
後
周
で
は
、
卒
・
幽
南
地
域
は

各
々
沼
陽
・
卒
直
節
度
使
が
置
か
れ

北
遺
防
衛
の
要
で
あ
っ
た
。

開
元

1
天
賓
で
は
彪
大
な
布
絹

・
軍
糧
が
毎
年
補
給
さ
れ
て
い

契
丹
領
で
あ
り
、
南
地
域
へ
の
漕
運
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
唐
法
を
引
い
た
の
で
、
幽
州
・
卒
州
へ
の
水
路
が
示
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ

る
が
、
詳
細
は
後
考
に
侯
ち
た
い
。



ま
た
丙
の

N
「
其
用
小
紅
慮
、
井
運
向
播
・
勲
等
州
」
は
、
度
支
奏
文
で
は
、
「
其
運
行
播
・
勲
等
州
」
と
な
っ
て
い
て
、
「
其
用
小
紅
虚
」

(

5

)

 

が
み
え
な
い
。
諸
版
本
で
も
同
じ
で
あ
る
の
で
、
後
周
は
小
船
使
用
地
に
も
蝕
水
の
上
水
十
五
文
・
下
水
五
文
の
規
定
を
適
用
し
た
と
解
さ
れ

る
が
、
詳
細
は
後
考
に
侠
ち
た
い
。
右
に
述
べ
た
三
箇
慮
の
相
違
が
『
大
唐
六
典
』
と
『
五
代
舎
要
』
と
の
主
要
な
相
違
で
あ
る
の
で
、
唐
法

は
か
な
り
忠
賓
に
後
周
に
纏
受
さ
れ
た
と
云
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
唐
前
牢
に
定
め
ら
れ
た
運
賃
法
は
、
唐
後
半
に
お
い
て
も
生
き
て
い

(
6
)
 

た
法
と
思
わ
れ
る
。

脚
法
の
構
成
・
解
樟

六
典
に
附
し
た
記
競
で
わ
か
る
よ
う
に
、
甲
に
は
陸
運
、

乙
に
は
水
運
の
諸
規
定
が
ま
と
め
ら
れ
、
丙
に
は
甲
乙
の
諸
規
定
に
関
聯
す
る
諸

規
定
が
一
示
さ
れ
て
い
る
。
理
解
し
易
く
す
る
た
め
、
分
類
し
て
そ
の
構
成
を
固
示
し
よ
う
。
園
1
に
示
し
た
よ
う
に
、
脚
法
即
ち
運
賃
法
は
、
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大
別
し
て
陸
運
・
水
運
及
び
例
外
の
三
種
規
定
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
水
陸
の
別
は
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
。
例
外
規
定
は
、
脚
銭
が
明
示

さ
れ
て
お
ら
ず
、
各
州
の
裁
量
で
脚
銭
を
定
め
る
こ
と
を
認
め
た
規
定
即
ち
丙
の
O
を
さ
す
。
唐
法
で
は
小
船
使
用
地
・
播
勲
等
州
へ
の
漕
運

地
、
及
び
海
運
地
が
、
こ
の
例
外
規
定
の
適
用
を
受
け
た
。

O
の
本
州
量
定
規
定
は
、
水
運
の
み
な
ら
ず
、
陸
運
に
も
適
用
さ
れ
た
と
考
え
ね

ば
な
ら
な
い
。
と
云
う
の
は
、
甲
の

A
は
河
南
以
下
回
道
の
諸
州
に
陸
脚
規
定
の
適
用
を
定
め
た
適
用
地
指
定
の
規
定
で
あ
り
、
他
遣
に
は
ど

の
よ
う
な
規
定
を
適
用
す
る
か
が
、
別
に
示
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
船
脚
規
定
で
は
、
四
道
に
含
ま
れ
な
い
謹
州
↓
揚
州
〈
山
南
・
准

剤
州
↓
揚
州
(
江
南
・
准
南
)
の
規
定
J
が
み
え
、
ま
た
播
・
勲
(
江
南
)
或
は
海
運
地
、

南

小
船
使
用
地
の
規
定
N
が
示
さ
れ
、
全
園

を
カ
バ
ー
す
る
法
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
陸
脚
規
定
も
全
国
を
カ
バ
ー
す
る
法
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、

O
の
本
州
量
定
規
定
は
陸
運

に
も
適
用
さ
れ
る
規
定
で
あ
る
。

次
に
陸
運
の
諸
規
定
は
範
園
規
定
・
聡
迭
労
賃
・
車
使
用
料
の
三
種
に
巨
別
さ
れ
る
。
範
園
規
定
は
述
べ
た
の
で
、
鉱
労
賃
・
使
用
料
に
つ
い
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表
ー
は
園
1
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
千
斤
百
里
の
脚
で
あ
る
。

以
下
で
は
規
定
に
も
と
づ
く
脚
を
法
定
脚
と
呼
ぶ
こ
と
に
す

て
述
べ
る
。
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構

成

園 1

規

適

用

地

指
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定
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河
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四
道
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一
百
斤

一百
里
(
B
)

;一
O
O文
(
C〉

-八

O
文

(L
)

:
一
五

O
文
(

K
)

.
一二

O
文

(
D〉

--
一
人
宇
駄

(
M
)

脚離

水
陸
例
外
地
の
木
州
裁
量(

O
)
 

:
:
;
一
千
斤
一
百
皇

(
E〉

・九
O
O文

(
E

)

定

一十
ハハ 斤

一文文一
四五五'"'"百
文文文 F F 皇
F、p、F、 r、
JIIHHG  、、J 、、J 、._， 、、J 、、J 、、J

-
小
船
使
用
地
等

(N〉

る
。
表
に
示
し
た
よ
う
に
車
載
脚
九
百

文
よ
り
、
黄
河
訴
流
脚
が
七
百
文
高

い
。
委
耀
卿
は
開
元
二
十
二

1
四
年
の

三
年
度
で
黄
河
に
よ
る
北
運
を
行
い

七
百
高
石
を
運
び
、
従
来
の
洛
快
陸
運

(
7〉

(
車
運
)
の
費
を
三
十
高
貫
省
い
た
。

車
載
脚
が
車
運
の
全
運
賃
と
す
る
と
、

黄
河
沢
流
脚
が
こ
れ
よ
り
は
る
か
に
高

い
の
で
、
北
運
に
よ
っ
て
一
文
も
省
け
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ず
、
逆
に
北
運
費
は
洛
快
陸
運
費
よ
り

は
る
か
に
高
く
つ
く
こ
と
に
な
る
。
表

ー
の
駄
脚
と
車
載
脚
を
加
算
す
る
と
卒

易
千
七
百

1
千
九
百
文
、
山
坂
二
千
一

百
丈
以
上
と
な
り
、
黄
河
源
流
脚
よ
り

は
る
か
に
高
い
。
車
運
の
運
賃
は
駄
脚

と
車
載
脚
と
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
た

め、

北
運
が
安
く
つ
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
園
ー
で
は
、

賃
、
車
載
脚
を
草
使
用
料
と
呼
ん
で
い

駄
脚
を
轍
法
務



(千斤百里，単位文〉

|上限 下限

山吋 1500~ 1200 
卒易駄脚 1000 ~ 800 

車載脚 | 900 

沿流

賞 河 1600 600 

徐 水 1500 500 

長 江 1500 400 

る
が
、
こ
れ
は
次
の
理
由
に
よ
る
。
職
、
途
務
力
が
少
な
く
て
す
む
卒
易
路
の
駄
脚
は
八
十
j
百
丈

に
抑
え
ら
れ
、
努
力
を
多
く
必
要
と
す
る
山
坂
の
駄
脚
が
百
二
十

i
百
五
十
文
と
高
い
。
従
っ
て

駄
脚
は
一
定
重
量
の
貨
物
を
一
定
距
離
運
ぶ
轍
迭
努
力
の
多
少
に
劃
躍
し
て
定
め
ら
れ
た
第
賃
で

あ
る
。
し
か
し
車
載
脚
は
、
卒
易
・
山
坂
に
か
か
わ
り
な
く
千
斤
百
里
に
つ
き
九
百
文
と
一
定
で

表 1

あ
る
。
車
は
単
な
る
道
具
に
す
ぎ
ず
、
第
力
を
車
自
瞳
は
出
さ
な
い
。
こ
の
た
め
卒
易
・
山
坂
に

か
か
わ
り
な
く
千
斤
百
里
に
つ
き
九
百
文
と
一
定
で
あ
る
と
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
車
載

脚
は
一
定
重
量
の
貨
物
を
搭
載
し
て
一
定
距
離
の
職
、
迭
に
車
を
使
用
す
る
こ
と
に
劃
し
て
支
排
わ

れ
る
料
金
、
卸
ち
車
使
用
料
で
あ
る
。
普
通
、
車
運
で
は
牛
が
牽
引
し
て
人
夫
が
御
車
に
嘗
る
。
牛
・
人
夫
の
努
力
に
封
し
て
支
排
わ
れ
る
の

が
駄
脚
で
、
車
運
運
賃
は
こ
れ
に
車
使
用
料
即
ち
車
載
脚
が
加
算
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
貨
物
を
人
が
背
負
う
負
搬
、
瞳
・
馬
・
賂
拙
一
寸
の
役
畜

が
背
負
う
駄
運
に
劃
し
て
は
、
稔
迭
努
賃
で
あ
る
駄
脚
の
み
が
支
排
わ
れ
る
。
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一
箇
の
貨
物
の
重
量
を
官
運
で
は
百
斤
と
す
る
規
定
で
あ
る
。
ま
た
B
の
百
斤
百
里
、

E
千
斤
〈
百
里
〉
、

G
十
斤

運
賃
計
算
の
基
礎
に
な
る
重
量
と
距
離
と
が
劉
を
な
し
て
い
る
。
国
ー
で
は
こ
れ
を
一
つ
の
規
定
と
み
な
し
て
重
量
距
離
規
定

と
名
づ
け
て
い
る
。
運
賃
算
定
で
は
、
職
迭
に
従
事
し
た
日
数
、
或
は
車
に
つ
け
る
人
夫
・
牛
の
敷
は
考
慮
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
駄
脚

計
算
の
重
量
を
百
斤
、
車
載
の
そ
れ
を
千
斤
と
し
て
い
る
の
は
、
貨
物
相
包
の
一
簡
を
百
斤
、
車
の
搭
載
重
量
を
千
斤
単
位
と
す
る
の
が
、
官

運
で
は
一
般
的
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
水
運
で
は
重
量
を
十
斤
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
江
准
方
面
か
ら
の
上
供
物
に
金
銀
・

珠
香
等
の
貴
貨
が
あ
り
、
貴
貨
梱
包
の
一
箇
は
一
般
に
十
斤
と
し
て
い
た
こ
と
に
も
と
づ
く
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

決
に

B
の
一
駄
百
斤
は
、

(
百
里
〉
は
、

衣
に
園
ー
で
は
、

C

「
卒
易
の
慮
一
百
文
」
を
卒
易
脚
上
限
規
定
と
し
て
い
る
が
、

ず
」
と
あ
り
、

こ
れ
は
丙
の

L

「
卒
易
の
慮
は
八
十
文
を
下
る
を
得

八
十
文
を
卒
易
脚
下
限
と
し
て
い
る
こ
と
に
も
と
づ
く
。
ま
た
丙
の

K
に
「
其
れ
山
阪
の
険
難
に
し
て
腫
少
な
き
慮
も
、
毎
駄

百
五
十
文
が
山
坂
脚
上
限
、
甲
の

D
「
山
阪
の
慮
一
百
二
十
文
」
は
、
山
坂
脚
下
限
と
み
な

435 

一
百
五
十
文
を
過
ぐ
る
を
得
ず
」
と
あ
る
の
で
、
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(百斤百里， 翠位文〕

b斥流

A'-D=-4 

B'-D= -14 

C'-D=-24 

* 1400里:900文=100里 :x

x"'"64文 =D (900文を使用料と仮定す)

A' 60 D 64場

B' 50 D 64 

C' 40 D 64 

A-D=96. 

B -D=86. 

C-D=86. 

し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
右
の
卒
易
・
山
坂
に
各
々
脚
幅
を
設
け
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
次
節
で

一
夫
百
里
の
駄
脚
を

卒
易
四
十

1
五
十
文
、
山
坂
六
十

1
七
十
五
文
と
す
る
規
定
と
云
い
換
え
て
よ
い
。

衣
に
船
舶
運
賃
即
ち
船
脚
も
基
本
的
に
は
、
陸
運
の
駄
脚
と
同
じ
く
験
迭
第
力
の
多
少
に
よ
り

述
べ
る
。
固
の
負
搬
分
駄
規
定
は
、

一
夫
牢
駄
と
す
る
規
定
で
あ
る
か
ら
、

沿流

表 2

高
下
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
訴
流
〈
上
水
)
と
沿
流
(
下
水
〉
と
で
大
差
を
つ
け
て
い
る
こ
と
か
ら

明
ら
か
で
あ
る
。
長
江
等
(
澄
水
・
洞
庭
湖
・
長
江
)
の
源
流
脚
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、

告余
水

源
流
の
十
五
文
が
適
用
さ
れ
る
と
と
に
よ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
船
脚
で
は
車
運
と

遭
っ
て
、
労
賃
と
船
使
用
料
と
が
匝
別
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
を
謹
し
て
お
こ
う
。
劉
長
の

行
っ
た
官
船
稔
迭
で
は
、
従
来
の
民
船
雇
用
に
よ
る
軽
貨
百
斤
に
つ
き
約
千
四
百
里
で
二
千
二
百

(
8
)
 

文
の
奮
脚
を
九
百
文
減
じ
た
。
九
百
文
が
船
使
用
料
、
千
三
百
文
が
第
賃
と
侵
定
し
よ
う
。
船
使
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車
使
用
料
が
卒
易
・
山
坂
に
か
か
わ
り
な
く
一
定
で
あ
っ
た
か
ら
、
沢
流
・
沿
流
に
か
か
わ
り
な
く
一
定
と
み
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
表
2
に
示
し
た
よ
う
に
、
百
斤
百
里
嘗
り
の
船
使
用
料
は
約
六
十
四
文
と
な
り
、
徐
水
沿
流
脚
五
十
文
・
長
江
等
沿
流
脚
四
十
文
よ
り
は

る
か
に
高
く
な
る
と
い
う
矛
盾
が
生
じ
る
。
従
っ
て
船
脚
は
、
職
迭
労
賃
と
船
使
用
料
と
を

E
別
し
て
い
な
か
っ
た
と
云
え
る
。
務
賃
と
使
用

用
料
も
、

料
と
が
入
っ
て
い
る
の
が
船
脚
、
即
ち
船
賃
で
あ
っ
た
。
車
運
で
駄
脚
と
車
載
脚
と
が
匝
別
さ
れ
た
の
は
、
大
量
職
迭
の
官
運
に
お
い
て
は
、

車
の
み
の
賃
貸
、
牛
・
人
夫
の
み
の
雇
傭
も
少
な
く
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
高
昌
園
で
も
車
と
牛
と
の
料
金
は
別
で
あ
り
、
牛
の

(
9
)
 

み
、
車
の
み
の
提
供
が
察
せ
ら
れ
る
。

運
賃
の
高
下
基
準

運
賃
高
下
の
基
準
に
つ
い
て
、
六
典
は
「
九
そ
天
下
舟
車
、
水
陸
載
運
、
皆
具
に
脚
直
を
震
す
に
、
軽
重
・
貴
賎
、
卒
易
・
険
濯
も
て
之
が



震
に
制
す
」

運
路
の
卒
易
・
険
濯
を
脚
直
高
下
の
基
準
と
し
た
こ
と
を
停
え
て
い
る
。
軽
重
は
重

(
前
一
掬
)
と
述
べ
、

貨
物
の
軽
重
・
貴
賎
、

貴
践
は
貨
物
の
債
値
の
貴
賎
を
さ
す
。

軽
重
・
難
易
の
南
基
準
が
脚
直
高
下
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と

量
、
卒
易
・
険
躍
は
職
、
迭
の
難
易
、

は
、
水
陸
の
規
定
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
水
運
で
は
同
じ
水
路
を
使
う
場
合
の
脚
幅
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
の
で
〈
例
、
黄
河
沢
流
は

十
六
文
と
一
定
)
、

水
運
で
は
貴
賎
基
準
に
よ
り
船
賃
が
高
下
さ
れ
な
か
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
陸
運
で
は
卒
易
・
山
坂
の
南
路
に
お

い
て
脚
幅
を
設
け
て
い
る
の
で
、
貴
賎
に
よ
り
運
賃
が
高
下
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
六
典
の
右
文
で
は
距
離
を
あ
げ
て
い
な
い
が
、
重

量
と
共
に
距
離
も
運
賃
高
下
の
基
準
で
あ
る
。

決
に
脚
直
は
駄
脚
・
車
載
脚
・
船
脚
の
三
種
に
大
別
さ
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
車
載
脚
は
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
単
な
る
道
具
と
し
て
の
使

用
料
で
あ
っ
た
か
ら
、
貴
賎
基
準
に
よ
り
車
載
脚
が
高
下
さ
れ
た
と
は
思
え
な
い
。
貴
貨
は
そ
の
梱
包
や
取
扱
い
に
お
い
て
、
高
債
な
貨
物
で

あ
る
た
め
、
特
に
手
聞
を
か
け
、
注
意
を
排
わ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
貴
賎
基
準
は
貨
物
取
扱
い
の
手
聞
の
多
少
を
重
視
し
た
基
準
で
、
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こ
れ
は
駄
脚
高
下
に
適
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

且
つ
臨
も
少
な
い
慮
の
駄
脚
で
あ
る
。
山
坂
険
難
は
難
易
基
準
の
適
用
を
受
け
る
。

し
か
し
瞳
が
少
な
い
と
い
う
篠
件
は
、
換
言
す
れ
ば
瞳
功
が
高
い
と
い
う
傑
件
で
あ
る
。
瞳
の
多
少
H
腫
功
の
高
下
は
地
方
格
差
と
云
い
換
え

て
よ
い
。
よ
っ
て
駄
脚
に
は
地
方
格
差
も
考
慮
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
基
準
を
格
差
基
準
と
俵
稽
し
て
お
く
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
山
坂

の
百
二
十
j
百
五
十
文
、
卒
易
の
八
十

i
百
文
の
雨
脚
の
脚
幅
は
、
難
易
・
貴
賎
・
格
差
の
三
基
準
に
も
と
づ
い
て
設
定
さ
れ
た
脚
幅
と
考

次
に
山
坂
上
限
の
百
五
十
文
は
、
山
涯
の
険
難
路
で
、

え
ら
れ
る
。

(
川
山
〉

次
に
行
程
法
に
よ
れ
ば
流
速
は
黄
河
・
長
江
・
徐
水
の
順
に
速
い
。
し
か
し
訴
流
脚
は
十
六
文
・
十
五
文
の
二
種
の
み
で
あ
る
。
流
速
が
速

け
れ
ば
、
普
通
労
力
は
そ
れ
だ
け
少
な
く
て
す
む
答
で
あ
る
が
、
沿
流
脚
は
黄
河
等
六
文
・
除
水
五
文
・
長
江
等
四
文
で
あ
り
、
流
速
の
遅
速

H
M労
力
の
多
少
と
船
脚
の
高
下
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。
長
江
等
の
船
脚
は
安
か
っ
た
の
で
、
流
速
は
速
か
っ
た
が
源
流
脚
は
絵
水
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と
同
債
と
さ
れ
、
沿
流
は
一
文
安
債
に
定
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
黄
河
泊
流
が
徐
水
よ
り
一
文
高
い
の
も
黄
河
船
脚
が
高
い
こ
と
に
よ
る
も
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基 準 | 遁用脚直規定

軽 重 |駄脚規定車載脚規定問定

距 離向上

難格貴 山 坂 上限 150文

難 易
E脚規定K 

難
易差賎 山 坂 下限 120文

格 よ合己会

~包L 賎 格 貴 卒易 上 限 100文
易

差 賎 卒易 下 限 80文

格 黄河等i斥流 16文
要!E

難 易 船 差 徐 水 t斥流 15文
脚

黄河等沿流 6文
規 格

格 差 定 易 自主水沿流 5文

差
長江等沿流 4文

備考 1.格差，貴賎は各々格差基準，貴賎基準。

2.貴賎基準は水運に適用されず。

貨物の脚直高下基準とその適用脚直規定表3の
と
思
わ
れ
る
。
沢
流
脚
も
黄
河
と
徐
水
と
で
、

車載脚は千斤百里九百文。

駄脚は百斤百里，船脚は十斤百里首りの銭数。

注

総迭ケース別運賃(百斤百里，単位文〕

輪迭ケース 賃 | 倍 率

山坂一車運 210 ~ 4.2 ~ 
一

卒易一車運 170 ~ 190 3.4 ~ 3.8 

黄河源流ー船運 160 3.2 

一 官会水源流ー船運 150 

長江沢流一船運 150 3.0 

山坂一駄運 120 ~ 150 
2.4 ~ 3.0 

一 山坂一負搬 120 ~ 150 

卒易一駄運 80 ~ 100 
1. 6 ~ 2.0 四

卒易一負搬 80 ~ 100 

黄河沿流ー船運 60 1.2 

五 官主水沿流ー船運 50 1.0 

長江沿流船運 40 0.8 

表4

わ
ず
か
一
文
の
差
し
か
っ
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、

こ
れ
は
難
易
基
準
の
適
用
に
よ
る
も
の
で 倍率は一般河川(徐水〉の沿流を基準とす。
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注

は
な
く
、
黄
河
船
脚
が
や
は
り
他
河
川
よ
り
や
や
高
か
っ
た
こ
と
を
反
映
さ
せ
た
こ
と
に
よ
る
と
解
さ
れ
る
。
水
運
に
お
い
て
は
河
川
別
船
脚

格
差
が
考
慮
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
諸
規
定
と
運
賃
高
下
の
基
準
と
を
劃
麿
さ
せ
る
と
表
3
の
如
く
で
あ
る
。

(

江

〉

次
に
運
路
と
運
種
と
を
組
合
わ
せ
た
職
、
迭
ケ
l
ス
は
十
ニ
ケ
l
ス
で
、
運
賃
は
大
別
す
る
と
五
等
と
な
る
。

表
4
に
示
し
た
よ
う
に
、

最
も

高
く
つ
い
た
の
は
山
坂
・
卒
易
の
車
運
で
、
衣
い
で
源
流
船
運
で
あ
る
。
負
搬

・
駄
運
が
三

・
四
番
目
で
、

最
も
安
債
な
轍
迭
は
沿
流
船
運
で

あ
る
。
下
限
運
賃
で
比
較
す
る
と
、
沿
流
船
運
は
卒
易
車
運
の
約
三
分
の
一
弱
で
あ
る
(
車
運
百
七
十
文
封
絵
水
沿
流
五
十
文
)
。

治
流
職
、
遺
が
い



か
に
有
利
で
あ
っ
た
か
が
理
解
で
き
よ
う
。
ま
た
陸
運
で
は
、
卒
易
路
の
負
搬
・
駄
運
が
車
運
の
約
二
分
の
一
以
下
〈
卒
易
車
運
百
七
十
文
封
負

搬
・
駄
運
八
十
文
〉
で
あ
り
、
陸
運
に
お
い
て
は
負
搬
・
駄
運
が
大
い
に
安
く
つ
い
た
。
し
か
し
車
運
は
数
千
斤
、
敷
十
石
の
大
量
職
迭
に
便
利

で
あ
っ
た
の
で
、
官
運
で
は
車
運
が
多
用
さ
れ
た
。
な
お
表
に
は
山
坂
車
運
の
上
限
運
賃
を
示
さ
な
か
っ
た
が
、
山
坂
駄
脚
百
五
十
文
は
、
険

難
路
で
睡
も
少
な
い
慮
の
駄
脚
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
道
幅
も
狭
い
念
勾
配
の
険
路
で
、
車
運
で
き
な
い
慮
の
駄
脚
で
あ
る
。
車
運
が
行

(
ロ
)

え
る
な
ら
ば
、

「
腫
少
慮
」
と
云
う
篠
件
は
不
要
で
あ
る
。

四

運
賃
の
貫
例

闘
が
支
排
う
運
賃
を
官
脚
、
私
人
の
雇
用
に
お
け
る
運
賃
を
私
脚
と
呼
び
、

よソ。

法
定
脚
と
の
比
較
を
し
よ
う
。

ま
ず
官
脚
例
か
ら
み
て
み
よ

長
江
流
域
と
黄
河
流
域
と
を
結
ぶ
准
南
の
山
陽
演
、
河
南
の
作
河
の
運
賃
を
知
る
こ
と
は
、
所
謂
南
貨
と
北
貨
の
流
通
を
考
え
る
上
で
重
要

で
あ
る
。
南
河
川
に
お
け
る
唐
代
の
具
瞳
的
な
私
脚
の
例
は
未
見
で
あ
る
が
、
官
脚
例
は
数
例
知
ら
れ
て
い
て
参
考
に
な
る
。
官
脚
例
は
上
供

の
稲
米
・
軽
貨
の
運
賃
で
あ
る
。
稲
米
の
場
合
、
量
(
斗
〉
劃
鷹
の
脚
銭
が
示
さ
れ
、
重
量
封
躍
の
脚
銭
は
不
明
で
あ
る
。
斗
米
を
唐
は
何
斤

と
定
め
た
か
が
明
ら
か
で
は
な
い
の
で
軽
貨
一
駄
(
百
斤
〉
の
例
を
取
上
げ
た
い
。
ま
ず
運
路
か
ら
略
述
し
て
お
こ
う
。

江
准
上
供
に
用
い
ら
れ
た
水
路
は
、
准
南
の
山
陽
演
(
楊
子
|
准
陰
)
、
准
水
(
准
陰
l
沼
州
〉
、
作
河
(
泊
州
|
洋
州
|
河
陰
l
休
日
〉
、
黄
河
(
休

(
日
)

口
1

洛
口
)
、
漕
渠
又
は
洛
水
(
洛
口
|
洛
陽
)
で
あ
っ
た
。
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こ
れ
ら
の
水
路
の
う
ち
、

説
明
を
要
す
る
の
は
山
陽
漬
で
あ
る
。
参
考
に
な
る
の
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は
、
海
陵
鎮
|
揚
州
を
結
ぶ
運
河
の
航
行
で
あ
る
。
そ
の
航
行
の
質
情
を
つ
ぶ
さ
に
俸
え
る
の
は
開
成
三
年
の
記
録
で
あ
る
園
仁
『
入
唐
求
法

(
M
H
)
 

巡
櫨
行
記
』
で
あ
る
。
航
行
記
録
の
二
例
を
あ
げ
よ
う
。
ま
ず
同
書
巻
一
・
同
年
七
月
十
八
日
の
日
誌
に
左
の
如
く
み
え
る
。

公
私
の
財
物
を
肪
船
に
運
ぶ
。
己
時
。
録
事
以
下
、
水
手
巳
上
、
水
路
に
従
り
州
に
向
い
て
去
く
。
水
牛
二
頭
以
て
加
齢
肪
に
繋
ぐ
。

(
中
略
〉
掘
溝
の
寛
さ
二
丈
絵
、
直
流
し
て
曲
る
五
し
。
此
れ
即
ち
惰
の
燭
帝
の
掘
せ
る
所
な
り
。
雨
下
l

り
辛
苦
す
。
流
行
投
開
里
の
み
。
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申
時
。
郭
補
村
に
到
り
停
宿
す
。

ま
た
同
月
廿
日
に
は
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

航
行
太
だ
遅
く
、
白
り
て
水
牛
を
停
め
、
更
ち
三
船
を
編
み
、
以
て
一
番
と
震
し
、
番
毎
に
水
手
七
人
を
分
け
、
肪
を
曳
か
せ
去
く
。
暫

更
ち
長
く
績
け
て
繋
牛
に
曳
か
せ
去
く
。
左
右
す
る
も
謀
を
失
い
、
疲
れ
し
上
に
盆
々
疲
る
。

く
行
き
て
人
疲
れ
、

場子一休州の里程

f佐 翻 it ノ口合、

経由地
子州 陰 州、| 州、|

里程 I1101 360 1 160 1 840 |約1400

山 陽 演
准〔源流水〉

it 河
(不流) ci斥流)

表 5

表6

区 閲 | 里程 |法定脚 |官脚 |差 ω|
楊子一州 11400 1 A 21001 A' 2200 I A" 4 

徐水沢流法定脚150文(百斤百里〉

A =14 x 150文

A"= (A'-A) + Ax100 

多
人
曳
き
難
け
れ

ど
、
繋
牛
は
と
く
征
く
。

右
は
遣
唐
使
一
行
が
、
長
江
河
口
近
く
の
海
陵
鎖
延
海
村
か
ら
、
航
船
を
仕
立
て

運
河
を
揚
州
に
向
っ
た
時
の
記
録
の
一
部
で
あ
る
。
廿
目
前
後
の
日
誌
に
は
、
航

行
が
は
な
は
だ
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
行
程
法
で
は
荷
積
み
の

船
は
黄
河
源
流
で
一
日
三
十
里
、
儀
水
源
流
で
も
一
日
四
十
五
里
と
さ
れ
て
い

(
六
時
)
(
十
六
時
)

る
。
右
十
八
日
の
記
録
で
は
、
卯
時
か
ら
申
時
の
一
日
で
、
わ
ず
か
三
十
里
し
か
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進
め
な
か
っ
た
。
准
南
の
運
河
で
は
、
帆
走
で
き
な
い
場
合
は
、
牛
力
・
人
力
を

そ
の
航
行
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
楊
子
|
揚

州

准

陰

の
山
陽
演
に
お
け
る
航
行
は
、
流
速
が
な
い
の
で
源
流
と
同
じ
よ
う
に
労
力
を
必

必
要
と
し
、

要
と
し
、
船
脚
規
定
で
は
、
齢
水
源
流
の
船
脚
が
適
用
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。

楊
子
↓
准
陰
は
不
流
、
准
陰
↓
澗
州
は
准
水
訴
流
、
澗
州
↓
沖
ロ
は
沖
河
源
流

と
な
る
。
従
っ
て
三
河
川
で
は
、
品
開
水
源
流
の
船
脚
が
適
用
さ
れ
る
。
楊
子
↓
休

(
日
)

州
の
河
川

・
里
程
を
整
理
す
る
と
表
5
の
如
く
で
あ
る
。
同
表
に
よ
り
、
貨
物
重

量
が
わ
か
る
と
規
定
に
も
と
づ
き
法
定
船
脚
を
算
出
で
き
る
。
代
宗
靭
の
劉
長

命
ム
匹
、

江
准
上
供
に
お
け
る
雇
船
稔
迭
を
官
船
縁
遠
に
切
換
え
、

軽
貨
一
駄
に
つ



き
楊
子
↓
沖
州
で
従
来
二
千
二
百
文
か
か
っ
て
い
た
船
脚
を
千
三
百
文
に
減
ら
し
卸
ち
九
百
丈
を
節
約
し
た
。
従
来
の
官
脚
二
千
二
百
文
は
、

表
6
に
示
し
た
よ
う
に
、
法
定
脚
よ
り
四
パ
ー
セ
ン
ト
高
い
が
、
こ
の
程
度
の
差
は
里
程
の
若
干
の
誤
差
に
よ
っ
て
生
じ
る
の
で
、
官
脚
と
法

定
脚
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
官
船
の
聡
迭
で
も
一
駄
に
つ
き
揚
子
↓
作
州
で
は
千
三
百
文
の
経
費
を
要
し
た
の
で
あ
る
か

ら
、
南
貨
は
軽
量
高
債
な
一商
品
で
な
け
れ
ば
北
へ
流
通
し
に
く
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

次
に
元
稼
の
元
和
四
年
の
「
河
南
府
百
姓
の
震
に
車
を
訴
す
る
の
朕
」
に
、
河
北
定
州
に
お
か
れ
た
行
管
に
迭
る
糧
草
の
運
賃
の
こ
と
が
み

(

民

)

え
る
。

河
南
府
の
躍
に
行
替
に
供
す
べ
き
の
糧
草
等
を
般
ぶ
の
車
、
敷
・
糧
料
使
牒
に
準
ず
れ
ば
、
共
に
四
千
三
百
五
十
乗
を
雇
う
。
毎
乗
毎
里

の
脚
銭
三
十
五
文
、
約
そ
計
る
に
東
都
従
り
行
替
の
所
に
至
る
ま
で
八
百
飴
里
、
銭
二
千
八
文
。
共
に
盟
利
虚
佑
の
匹
段
を
給
す
。
絹
一

匹
、
約
そ
佑
四
千
己
上
、
時
佑
七
百
文
。
紬
一
匹
、
約
そ
佑
五
千
、
時
佑
八
百
文
。
約
そ
計
る
に
二
十
八
千
、
紬
・
絹
共
に
六
匹
を
得
さ
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せ
、
賃
銭
四
千
五
百
に
折
嘗
せ
ん
。

。
印
を
付
し
た
「
二
千
八
」
は
「
二
十
八
千
」
の
誤
り
で
あ
る
。
嘗
時
の
盟
事
買
の
決
算
に
お
い
て
評
債
し
た
布
絹
の
債
値

で
、
時
佑
は
市
場
債
格
即
ち
貫
佑
で
あ
る
。
政
府
は
支
出
に
お
い
て
も
布
絹
を
虚
佑
評
債
に
よ
り
給
す
る
場
合
が
あ
っ
た
。
右
の
訴
車
の
肢
に

盟
利
虚
佑
は

お
い
て
も
、

虚
佑
二
十
八
千
文
・
寅
佑
四
千
五
百
文
(
絹
紬
各
三
匹
〉
の
支
携
が
具
申
さ
れ
て
い
る
。

法
定
脚
二
十
八
千
文
と
虚
佑
と
が
一
致

さ
せ
ら
れ
、
質
質
上
の
官
脚
は
四
千
五
百
文
で
あ
る
か
ら
、
法
定
脚
の
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
支
携
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
。
官
脚
が
こ
の
よ
う
に

安
い
の
は
、
右
の
場
合
は
戦
時
の
徴
用
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
今
、
二
十
八
千
文
〈
一
享
一
里
三
十
五
文
)
を
法
定
脚
と
呼
ん
だ
が
、
こ
れ
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は
次
の
計
算
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
車
運
卒
易
の
百
里
百
斤
の
運
脚
は
、
百
七
十
一

1
百
九
十
文
〈
前
掲
表
4
〉
で
あ
り
、

三
千
四
百

1
一
二
千
八
百
文
と
な
り
、
更
に
二
千
斤
一
里
に
換
算
す
る
と
、
三
十
四

1
三
十
八
文
と
な
る
。
責
料
の
一
車
一
里
三
十
五
文
は
、
こ

の
範
圏
内
の
値
で
あ
る
か
ら
、
法
定
脚
で
あ
る
。
右
の
計
算
で
は
一
車
二
千
斤
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
、
一
車
一
千
斤
と
す
れ
ば
、
一

車
一
里
三
十
五
文
が
あ
ま
り
に
も
高
い
運
脚
と
な
り
、
ま
た
一
車
三
千
斤
と
す
れ
ば
、
逆
に
一
車
一
里
三
十
五
文
は
安
す
ぎ
る
か
ら
で
あ
る
。

二
千
斤
吉
里
で
は
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一

城

寺

城

間

一

浄

区

一
勝

心

豚

一
~
~
~

途

一
村

寺

寺

運

一
城
図
浄

宿

興

心

50~40文

20~lG文

75~60文， 卒易

30~24文， 卒易

(

刀

)

次
に
私
脚
の
例
を
み
て
み
よ
う
。
固
仁
前
掲
書
巻
一
・
開
成
四
年
四
月
七
日
卯
時

1
同
月
八
日
に
記
さ
れ

て
い
る
雇
夫
・
雇
瞳
の
里
程
・
功
銭
(
脚
銭
〉
を
整
理
す
る
と
、
表
7
の
如
く
で
あ
る
。
園
仁
は
時
化
に
乗
じ

て
密
か
に
海
州
の
山
村
に
上
陸
し
た
が
、
通
報
さ
れ
、
巡
検
中
の
押
街
の
下
へ
呼
び
出
さ
れ
た
。
巡
濯
の
卒

二
名
に
附
添
わ
れ
て
宿
城
村
を
護
っ
た
際
に
、
障
身
の
物
を
運
ぶ
人
夫
一
人
を
雇
っ
た
。
こ
の
人
夫
に
劃
し

て
は
、
東
海
牒
に
到
着
し
て
後
、
百
里
の
功
銭
百
二
十
文
を
排
っ
た
。
身
の
廻
り
品
で
あ
る
か
ら
、
牟
駄
五

十
斤
(
約
三
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
)
以
下
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
遣
は
は
じ
め
山
中
の
難
路
で
あ
っ
た
が
、
後
に
卒

易
路
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
園
仁
が
掛
っ
た
私
脚
は
山
坂
路
の
法
定
脚
よ
り
は
る

か
に
高
い
。
園
仁
は
急
が
さ
れ
、
輿
園
寺
か
ら
は
瞳
三
頭
を
雇
っ
て
乗
っ
た
。
人
の
瞳
重
を
百
斤
(
約
六
十
キ

ロ
グ
ラ
ム
)
と
す
る
と
、
山
坂
法
定
脚
で
も
二
十
二

1
三
十
文
に
す
ぎ
な
い
。
園
仁
が
携
っ
た
功
銭
は
、
臨

一
頭
に
つ
き
五
十
文
で
あ
る
か
ら
、
法
定
脚
よ
り
は
る
か
に
高
い
。
園
仁
は
心
湾
寺
に
着
い
て
海
州
押
街
粂

左
二
勝
十
勝
・
四
鯨
都
遊
突
使
・
勾
嘗
蕃
客
・
朝
議
郎
・
試
左
金
吾
衛
張
質
に
劉
面
し
、
豚
城
へ
の
出
頭
を

命
ぜ
ら
れ
た
。
心
海
寺
か
ら
牒
城
ま
で
は
、
官
職
を
有
す
る
張
買
が
同
伴
し
た
。
距
離
は
表
に
示
し
た
よ
う

に
、
輿
園
寺
|
心
湾
寺
と
同
じ
く
二
十
里
で
あ
っ
た
が
、
瞳
功
は
二
十
文
と
安
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
勾

- 70ー

首
蕃
客
使
張
買
の
職
務
上
の
命
令
に
よ
る
出
頭
で
、

且
つ
張
買
が
同
伴
し
た
の
で
、
公
務
の
雇
臨
と
み
な
さ

れ
、
法
定
脚
で
臨
功
を
計
算
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

(
時
)

次
に
園
仁
書
巻
二
、
開
成
五
年
四
月
十
一
日
午
時
に
左
の
如
く
み
え
る
。

黄
河
の
渡
口
に
到
る
。
時
に
人
、
薬
家
口
と
喚
ぶ
。
水
色
黄
渥
に
し
て
、
敵
流
箭
の
如
し
。
河
の
闇
さ
一
町
五
段
ば
か
り
c

(

中
略
)
人
毎

に
五
文
、

一
頭
の
瞳
に
十
五
文
を
出
す
。
河
の
南
は
湾
州
高
城
燃
に
属
し
、
河
の
北
は
徳
州
南
界
に
属
す
。
云
々
。

一
町
五
段
ば
か
り
の
距
離
で
、
人
五
文
・
盟
十
五
文
で
あ
っ
た
。
黄
河
、
将

海
州
と
同
じ
く
河
南
に
属
す
る
斉
州
南
城
豚
の
繋
家
口
の
渡
銭
は
、



流
の
法
定
船
脚
は
、

一
里
百
斤
〈
約
六
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
)
で
は
、

一
・
六
文
と
な
る
。
従
っ
て
、

百
里
十
斤
に
つ
き
十
六
文
で
あ
っ
た
か
ら
、

里
に
も
満
た
な
い
渡
銭
の
一
人
五
文
は
、
法
定
脚
よ
り
甚
だ
高
い
。

以
上
の
私
脚
例
か
ら
、
唐
後
牢
で
は
法
定
脚
は
私
脚
よ
り
安
く
な
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

お

り

わ

唐
運
賃
法
に
よ
る
と
、
陸
運
の
運
賃
は
輪
選
第
賃
と
車
使
用
料
と
か
ら
な
り
、
人
夫
・
役
畜
に
よ
る
運
、
迭
に
労
賃
が
支
排
わ
れ
、
車
運
に
は

労
賃
と
車
使
用
料
と
が
支
捕
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
卒
坦
路
で
比
べ
る
と
車
運
は
人
夫

・
役
畜
に
よ
る
運
迭
よ
り
約
二
倍
も
高
く
つ
い
た
。
船
賃

は
河
川
流
流
が
高
く
、
沿
流
の
約
三
倍
で
あ
っ
た
。

一
般
河
川
の
源
流
と
卒
坦
路
と
を
比
べ
る
と
、
船
賃
が
車
運
よ
り
約
十
三

1
二
十
六
パ
ー

セ
ン
ト
安
く
、
更
に
沿
流
で
は
船
賃
は
二
百
四
十

1
二
百
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
も
安
か
っ
た
。
運
賃
は
重
量
・
距
離
に
正
比
例
す
る
の
で
、
大
量

長
距
離
と
軽
量
近
距
離
と
の
職
、
途
コ
ス
ト
格
差
は

E
額
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
次
の
一
般
論
が
導
き
出
さ
れ
る
。

ー 71-

四

下
流
↓
上
流
の
遠
距
離
流
通
は
、
上
流
↓
下
流
の
流
通
よ
り
甚
だ
不
利
で
あ
る
。

内
陸
遠
隔
地
聞
の
陸
路
流
逼
は
、
役
畜
に
よ
る
小
規
模
職
迭
が
有
利
で
あ
る
。

水
陸
の
遠
隔
地
聞
流
通
に
は
、
軽
量
高
債
な
一
商
品
が
遁
し
、
重
く
安
い
生
活
物
資
は
流
通
し
に
く
い
。

重
量
が
か
さ
む
農
工
生
産
物
の
大
量
流
通
は
、
近
距
離
の
狭
い
範
圏
に
と
ど
ま
る
傾
向
が
強
い
。

一
般
的
に
東
の
沿
岸
卒
野
部
の
豊
か
な
生
活
物
資
は
西
の
上
流
遠
隔
地
の
内
陸
部
へ
は
流
通
し
に
く
く
、
不
利
で
あ
り
、

軽
く
て
高
債
な
箸
修
品
等
し
か
流
通
に
適
さ
な
か
っ
た
と
云
え
る
。
ま
た
南
の
長
江
流
域
は
一
大
穀
倉
地
帯
と
な
っ
て
い
て
、
北
の
黄
河
流
域

右
の
こ
と
か
ら
、
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は
大
都
市
も
多
く
大
人
口
を
か
か
え
て
い
た
。
し
か
し
千
数
百

i
二
千
数
百
里
の
雨
流
域
を
結
ぶ
中
聞
の
河
南
の
沖
河
等
の
河
川
は
南
流
又
は

東
流
し
、
准
南
の
運
河
山
陽
漬
も
不
流
で
あ
り
、
所
謂
南
貨
の
北
へ
の
流
通
は
甚
だ
不
利
で
あ
り
、
重
量
が
か
さ
む
生
活
物
資

・
農
工
生
産
用

具
等
は
南
貨
と
し
て
不
向
き
で
あ
っ
た
と
云
え
る
。
内
陸
部
の
遠
隔
地
開
(
例
、
剣
南
|
侠
西
・
河
西
・
磁
右
、
侠
西
1

河
西
・
積
西
)
に
お
い
て
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は
、
大
規
模
流
通
は
行
わ
れ
難
く
、
比
較
的
安
く
つ
い
た
役
畜
に
よ
る
軽
貨
・
貴
貨
の
小
規
模
職
、
途
が
主
と
し
て
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

民
開
運
賃
よ
り
園
が
排
う
運
賃
が
は
る
か
に
安
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
揚
州
沖
州
約
千
四
百
里
の
六
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
貨
物
の
船
賃
に
園

は
二
千
二
百
文
を
掛
っ
て
い
た
。
同
じ
傑
件
で
は
卒
坦
路
車
運
は
二
千
三
百
八
十

1
二
千
六
百
六
十
文
、
役
畜
で
も
千
百
二
十

1
千
四
百
文
と

な
る
。
如
何
に
流
通
コ
ス
ト
が
高
債
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。
社
曾
全
世
の
生
活

・
生
産
の
向
上
を
も
た
ら
す
よ
う
な
大
陸
の
東
西
南
北
の
多

様
な
農
工
生
産
物
の
民
開
一
商
業
に
よ
る
大
規
模
流
通
は
望
む
べ
く
も
な
か
っ
た
。
唐
代
に
お
け
る
流
通
設
展
の
規
制
要
因
と
し
て
、
運
総
業
未

褒
達
に
よ
る
高
い
流
、
通
コ
ス
ト
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
方

唐
朝
が
内
陸
部

・
沿
岸
部
〈
江
准

・

(
印
)

に
お
い
て
財
政
・
軍
事
上
か
ら
毎
年
強
行
し
て
い
た
穀
物
・
布
絹
・
そ
の
他
の
物
資
の
大
規
模
稔
迭
が
果
し
た
役
割
は

そ
の
よ
う
な
低
い
流
通
経
済
の
下
で

河
南
北
↓
東
都

・
京
師
)

小
さ
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

註
(

1

)

斯
波
義
信
『
宋
代
一商
業
史
の
研
究
』
(
風
聞
書
房
、
一
九
六
八
)

は
、
一
商
業
後
間
肢
の
基
礎
の
一
つ
は
運
輸
業
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
宋

元
水
運
業
を
構
造
的
に
、
鎧
系
的
に
研
究
し
て
い
る
(
第
二
一軍
)
。
流

通
研
究
も
こ
の
税
黙
を
ふ
ま
え
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
2
〉
拙
稿
「
唐
代
漕
運
里
程
と
脚
直
に
つ
い
て
」

(
久
留
米
大
皐
『
産
業

経
済
研
究
』
お

1
3、
一
九
八
五
〉
。
『
五
代
禽
要
」
一
五

・
度
支

・

願
徳
五
年
閏
七
月
の
度
支
奏
文
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
「
酬
。
河
南
・

河
北
・
河
東
・
関
内
等
四
道
諸
州
。
運
租
庸
雑
物
等
脚
。
毎
駄

一
百
斤
。

一
百
里
一
百
文
。
山
阪
虎

一
百
二
十
文
。
車
載

一
千
斤
。
九
百
文
。
従

黄
河
及
櫛
河
。
自
幽
州
連
至
卒
州
。
毎
十
斤
。
沢
流
十
六
文
。
沿
流
六

文
。
徐
水
一
次
流
十
五
文
。
沿
流
五
文
。
従
澄
・
剤
等
州
至
揚
州
四
文
。

其
山
阪
険
難
邸
少
露
。
毎
駄
不
得
過

一百
五
十
文
。
卒
易
慮
不
下
八
十

文
。
有
人
員
慮
。
商
人
分

一
駄
。
其
運
向
播
・
斡
等
及
渉
海
。
各
在
本

庭
量
定
」。
同
奏
文
が
本
文
で
あ
げ
た
唐
法
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
は

全
盤
的
な
比
較
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
三
箇
蕗
に
お
い
て
文
意

が
相
違
す
る
部
分
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
「
毎
十
斤
」
が
唐
法
に
な
く
右

奏
文
に
み
え
る
。
「
毎
十
斤
」
が
な
い
と
、
水
運
船
脚
の
重
量
が
不
明

と
な
る
。
右
拙
稿
で
は
車
運
脚
と
の
比
較
か
ら
、
車
載
脚
に
一
示
さ
れ
て

い
る

「
千
斤
」

が
水
運
船
脚
に
用
い
ら
れ
た
重
量
車
位
で
は
な
い
こ
と

を
誼
し
て
い
る
。
ま
た
『
新
唐
書
』
五
二

・
食
貨
の
劉
委
漕
運
資
料
に

み
え
る
軽
貨
脚
(
楊
子
↓
休
州
、
一
駄
)
と
の
比
較
か
ら
、
陸
連
の
重

量
単
位
一
駄
百
斤
も
水
運
に
お
け
る
重
量
単
位
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。
そ
し
て
『
五
代
曾
要
』
の
「
毎
十
斤
」
を
用
い
る
と
、
右

の
楊
子
↓
休
州
の
船
脚
は
、
徐
水
の
上
水
百
里
十
五
文
で
計
算
し
た
値

-72ー



445 

と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
を
透
し
て
い
る
(
以
上
、
右
拙
稿
一
四

i
二
ハ

頁)。

(

3

)

ム
ハ
典
の
割
注
に
よ
れ
ば
、
「
黄
河
及
徐
水
、
弁
従
幽
州
至
卒
州
、
河

上
水
十
六
文
」
と
な
る
。
割
注
は
、
黄
河
か
ら
卒
州
ま
で
を
、
河
川
を

指
定
し
た
文
と
理
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
陵
運
の
場
合
も
「
河
南
・
河

北
・
河
東
・
関
内
等
四
道
諸
州
」
と
い
う
、
範
園
指
定
の
文
が
置
か
れ

て
い
る
と
い
う
の
が
、
割
注
の
根
接
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
徐
水
の
下

に
「
弁
従
幽
州
至
卒
州
」
が
置
か
れ
る
の
は
矛
盾
を
感
じ
る
。
と
い
う

の
は
、
幽
州
↓
卒
州
(
減
水
・
湯
水
・
濡
水
〉
も
徐
水
に
入
る
か
ら
で

あ
る
。
ま
た
「
河
」
の
字
が
何
故
に
九
字
も
離
れ
て
街
入
し
た
か
説
明

し
難
い
。
一
方
、
庚
池
千
九
郎
訓
貼
・
内
田
智
雄
補
訂
『
大
唐
六
曲
と

で
は
、
関
字
の
横
に
「
洛
?
」
と
注
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
北
宋
版

『
大
唐
六
典
』
で
は
、
関
字
部
分
に
か
す
か
に
「
、
ず
」
が
見
え
る
の

で
、
「
洛
」
水
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
推

定
に
よ
れ
ば
洛
水
が
急
流
で
名
高
い
黄
河
と
同
じ
取
扱
い
で
あ
っ
た
こ

と
に
な
る
。
ま
た
コ
幽
水
河
」
と
な
り
、
河
の
字
の
説
明
が
つ
か
な
く

な
る
。
惰
唐
で
は
洛
口
|
洛
陽
は
、
漕
渠
も
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
、

洛
水
が
黄
河
と
並
ぶ
急
流
で
あ
っ
た
と
い
う
記
録
も
知
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
関
字
を
「
洛
」
と
す
る
こ
と
に
も
問
題
は
残
る
よ
う

で
あ
る
。

(

4

)

『
遁
典
』
食
貨
六
・
同
書
州
郡
二
に
よ
れ
ば
、
指
陽
の
衣
賜
八
十
寓

疋
段
・
軍
糧
七
十
寓
石
で
あ
り
、
卒
慮
の
資
料
は
失
わ
れ
て
い
る
。
詳

し
く
は
拙
稿
「
唐
天
資
中
の
財
政
収
支
」
(
『
産
業
経
済
研
究
』
幻

4
、
一
九
八
七
)
、
一
八
J
一
九
頁
を
参
照
。

(
5
〉
文
細
川
閣
四
庫
全
書
、
武
英
殿
褒
珍
版
書
、
上
海
古
籍
出
版
社
排
印

本
。
『
五
代
曾
要
』
の
度
支
奏
文
で
は
、
唐
法
文
の
字
・
句
の
書
き
獲

え
を
行
っ
て
い
る
箇
庭
は
他
に
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
上
水
」
・

「
下
水
」
↓
「
沢
流
」
・
「
沿
流
」
、
「
各
任
本
州
量
定
」
↓
「
各
在
本

庭
量
定
」
、
「
黄
河
及
ロ
水
河
、
井
従
幽
州
選
至
卒
州
」
↓
「
従
黄
河

及
瀦
河
、
自
幽
州
運
至
卒
州
」
等
で
あ
る
。

(

6

)

唐
前
半
の
水
陸
脚
法
が
唐
後
牟
で
も
適
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
本
稿
註
(

2

)

拙
稿
一
七
J
一
二
頁
を
参
照
。

(

7

)

委
耀
卿
の
北
還
に
つ
い
て
は
、
演
口
重
園
「
唐
玄
宗
朝
に
於
け
る
江

准
上
供
米
と
地
税
と
の
関
係
」
(
『
史
拳
雑
誌
』
必

1
1
・
2
合
併
続
、

一
九
一
一
一
四
)
を
参
照
。

(

8

)

『
新
唐
書
』
食
貨
三
。
な
お
劉
委
の
漕
運
に
つ
い
て
は
、
外
山
軍
治

「
唐
代
の
漕
運
」
(
『
史
林
』

m
l
2、
一
九
三
七
〉
、
二
八
四

1
九
頁

を
参
照
。

(

9

)

荒
川
正
晴
「
麹
氏
高
昌
閣
の
遠
行
車
牛
に
つ
い
て
」

ω・
ω(『吐

魯
番
出
土
文
物
研
究
舎
曾
報
』
日
・
口
、
一
九
八
九
)
に
お
い
て
、
雇

車
・
雇
牛
の
徴
牧
銭
が
別
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
輪
迭
の
遠
近
に
よ
り
銭
が
高
下
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
て
、
唐
法
と
似
た
後
想
が
高
畠
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

(
印
〉
拙
稿
「
唐
代
の
総
迭
法
|
行
程
法
と
そ
の
適
用
l
」
(
『
産
業
経
済
研

究
』
ぬ

1
2、
一
九
八
八
)
四

l
一
O
頁
を
参
照
。

(
日
)
租
の
穀
物
・
唐
調
の
布
絹
綿
総
・
土
貢
の
諸
産
物
は
、
南
は
嶺
南
、

北
は
河
北
・
河
東
・
関
内
の
北
透
、
西
は
河
西
・
安
西
の
西
透
か
ら
長

安
・
洛
陽
へ
運
ば
れ
、
ま
た
西
透
・
北
迭
へ
の
軍
鎖
へ
布
絹
が
創
南
・

関
内
か
ら
輪
迭
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
地
理
か
ら
考
え
る
と
、
卒
易
・
山

坂
の
負
搬
・
駄
運
・
車
運
が
行
わ
れ
、
ま
た
大
小
の
河
川
を
使
っ
て
船
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運
が
行
わ
れ
、
十
二
ケ
l
ス
の
轍
迭
は
十
分
に
行
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ

て
よ
い
。
な
お
宋
代
で
は
、
負
搬
・
駄
運
・
車
運
の
質
例
資
料
が
多
見

さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
十
二
例
の
総
迭
ケ
l
ス
は
類
推
さ
れ
る
。
宋
代

の
陸
運
に
つ
い
て
は
別
稿
で
近
く
妥
表
の
橡
定
で
あ
る
。

(
ロ
〉
洛
侠
陸
運
の
三
百
里
の
北
路
に
お
い
て
は
、
山
坂
で
も
険
難
路
が
含

ま
れ
て
い
た
。
従
っ
て
か
な
り
の
難
路
ま
で
は
車
運
が
行
わ
れ
た
。
拙

稿
「
首
都
長
安
の
食
糧
調
達
に
お
け
る
陸
運
」
(
唐
代
史
研
究
曾
編

『
中
園
都
市
の
歴
史
的
研
究
』
万
水
書
房
、

一
九
八
八
〉
、
二
ニ
八

1

九
頁
参
照
。

(
日
)
隔
唐
の
東
南
か
ら
洛
陽
・
長
安
へ
の
官
運
ル
l
ト
に
つ
い
て
は
、
青

山
定
雄
「
唐
宋
の
休
河
」
・
「
唐
代
の
水
路
工
事
」
(
同
『
唐
宋
時
代

の
交
通
と
地
誌
地
闘
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
三
)
を
参
照
。

近
年
中
園
で
は
准
南
の
運
河

・
河
南
の
休
河
の
調
査
が
行
わ
れ
、
河
道

が
図
示
さ
れ
て
い
る
が
、
文
献
に
よ
る
青
山
定
雄
の
研
究
が
正
し
か
っ

た
こ
と
が
寅
註
さ
れ
た
と
云
え
よ
う
。
唐
宋
運
河
考
察
院
編
『
運
河
訪

古
』
(
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
〉
、
中
園
水
利
皐
禽
水
利
史
研

究
禽
『
水
利
研
究
成
立
大
曾
論
文
集
』
(
水
利
電
力
出
版
社
、
一
九
八

四
)
を
参
照
。
な
お
河
川
の
里
程
に
つ
い
て
は
青
山
定
雄
は
論
及
し
て

い
な
い
が
、
潜
鋪
・
王
永
謙
「
惰
唐
運
河
輿
中
晩
唐
漕
運
」
(
『
運
河

訪
古
』
所
枚
)
、
徐
相
乾

「宋
代
休
河
行
経
試
考
」

(
『
水
利
史
研
究
禽

成
立
大
曾
論
文
集
』
所
枚
)
で
は
、
休
河
・
山
陽
演
の
里
程
に
つ
い
て

も
論
及
し
て
い
る
。

(

H

)

『
東
洋
文
庫
叢
刊
』
各
一
所
枚
。
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な
お
小
野
勝
年
『
引
い
油
器
股
行
記

(
法
蔵
館
、

一
九
八
九
〉
、

一一一一

O
I
一
四

O

版

の
研
究
』
倉
一

頁
を
参
照
。

(
時
〉
楊
子
|
洛
陽
ま
で
の
水
程
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
唐
代
の
東
南
漕
運

路
」
付
(『
産
業
経
済
研
究
』

m
m
1
3
、
一
九
八
八
)
を
参
照
。

(
日
〉
態
宗
の
易
定
節
度
使
討
伐
は
元
和
四
年
十
月
に
開
始
さ
れ
、
七
寓

の
兵
が
定
州
に
曾
し
た
の
は
同
五
年
正
月
で
あ
っ
た
(
『
賢
治
通
鐙
』

二
ハ
六
)
。
河
南
府
↓
懐
州
の
草
の
車
運
は
行
わ
れ
た
が
(
元
棋
の
訴

状
〉
、
懐
州
↓
行
管
(
定
州
)
の
車
運
は
停
さ
れ
、
水
運
に
切
換
え
ら

れ
た
(
『
奮
唐
書
』
二
ハ
六
、
元
積
停
〉
。
本
文
に
示
し
た
虚
佑
・
貸
佑

の
計
算
に
よ
る
支
排
は
、
河
南
府
↓
懐
州
ま
で
の
車
運
に
射
し
て
行
わ

れ
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
訴
車
吠
は
『
元
氏
長
慶
集
』
三
八
所
枚
。

(
げ
〉
小
野
勝
年
前
掲
書
巻
一
、
四
九
八
J
五
O
O頁
を
参
照
。

(
国
〉
小
野
勝
年
前
掲
書
巻
二
、
三
六
七
J
一
一
一
六
九
頁
を
参
照
。

(
川
口
)
萄
↓
河
西
の
輪
迭
規
定
に
つ
い
て
は
、
大
津
透
「
唐
律
令
園
家
の
議

算
に
つ
い
て
1

儀
鳳
三
年
度
支
奏
抄

・
四
年
金
部
旨
符
試
緯
l
」
(
『
史

皐
雑
誌
』
回

l
u、
一
九
八
六
)
、
一

0
1
一
一
頁
を
参
照
。
京
師
|

逸
軍
の
総
迭
に
つ
い
て
は
、
木
稿
註
(

ω

)

拙
稿
一
三

l
一
四
頁
を
参

照。

〔
附
記
〕
本
稿
は
、
一
九
八
八
年
度
東
洋
史
研
究
曾
大
合
同
(
一
一
月
三
目
、

京
大
品
目
館
)
で
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
稲
波
護
数
授
か
ら
、
水
還
の

沿
流
脚
の
高
下
の
理
由
に
つ
い
て
、
労
力
の
多
少
か
ら
の
み
で
は
読
明

が
で
き
な
い
こ
と
を
御
指
摘
頂
い
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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As the ｅχplanation is more detailed than any other pre-modern book,

this book is of great importance for the research on brewing history. In

this essay, the method of brewing described in BeiｓhaniiｕｊｉｎｇＩＳcompared

with today's method of producing Shaoxingjiu紹興凰ａ well-known type

of today's Zhej ianghuangj iu｡

　　　

The

　

method of brewing　in　Ｂｅｉｓhaｒリlｕｉｉｎｇincludes the following

characteristics in comparison with today's Shaoχingjiu. The qｕ麹, used

by far less quantities than today, was put entirely into the jiumu 酒母，

while today some of the qu is put in together with rice. Although this

process may be less effective than today's, such ａ defect was made up

for by adding ａ lot more jiumu and rice several times in small amounts.

Furthermore, because only ａ small amount of water was used for brewing,

the ｌａｏ膠after full fermentation was much denser than that of today.

According to ＢｅｉｓhaれjiMimg,ａIcohol was gotten by the squeezing after

the fermentation was completed. This method is similar to that of today's

Shaoχingjiu. As dense lao made it very hard to get alcohol by the squee-

zing, water was added before the squeezing and after the fermentation

was completed.

　

THE FREIGHT DURING TANG DYNASTY

WITH SPECIAL REFERENCE TO JIAOFA 脚法

KlYOKOBA Azuma

　　　

The

　

freight

　

regulations

　

of the　Tang　Government (jiaofa) roughly

consisted of three provisions, respectively on overland transportation, on

transport

　

by

　

water, and　on　ｅχceptional cases.　　The overland freight

contained labor costs and cart fare. For the carriage by cart both of

them were paid, while in the case of transporting by laborers or livestock

only the former was paid. Therefore, on flat roads, cart carriage was

twice as expensive. Concerning shipping ｅχpenses, the freightage upstream

cost three times more than downstream. The ｅχceptional provision was

stipulated on the regulations of freight in the prefectures where the above･
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mentioned transportation provisions were not applied, or where goods could

be carried over sea. In general, the transport over flatroads was more expen-

sive, about 13―26% than that by ship upstream, and 2.5 times than

downstream. The regulations prescribed the freight which the Govern-

ment had to pay, but the one paid by the private sector was apparently

even higher｡

　　

The Government paid 2.2 strings of copper cash for carrying goods

weighing approximate 60kg from Yangzhou 揚州to Bianzhou防州. This

illustrates how ｅχcessively high distribution/transport costs were, as ｃｏｍ･

pared with 40 or 50 cash, the average price of doumi 斗米(about 6 litres

of rice) in the provinces of Jiangnan and Huainan.　Such high costs due

to an undeveloped transport sector, formed one of the reasons why long-

distance circulation of commodities was prevented from coining into being･

Ａ STUDY OF THE TERMS OF‘YUCH'IMI 留置米,’‘YOMI

　　

饒米,'AND ‘CHOCH'IMI 儲置米’ＩＮTHE UNIFORM

　　　　

LAND TAX LAW （ＴＡＥＤＯＮＧＢＯＰ大同法）

　　　　　　　　　　　

ROKUTANDA Yutaka

　　

As a preliminary study into the specificrelations between the Uniform

Land Ｔａχ Law, put into force in the late Yi dynasty, and local govern-

ment finances, the author, in this paper, reflects on the three legislative

terms of‘yuch'imi,'‘yomi,' and ‘choch'imi.' They referred to the part of

taedongmi大同米not to be remitted to the central government but to be

stored in each do 道.

　　

゛Yuch'imi' was the general term　which referred to the portion of

taedongmi stored within the provinces.　　０ｎ the other hand,‘yomi' meant

the remainder of 'yuch'imi,' which had been left after deduction of the

expenses necessary for the dynasty to govern each province.　　It　was

divided among the kunhy6n郡蒜s to be appropriated for all sorts of

expenses, and ａ part of the‘y6ini' was also stored up for years of famine.

These terms were mainly used during the early period of the Uniform
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